
　ふたつの表紙には、①「里親になりたい」と関心
を抱いている方が、はじめの一歩を踏み出すきっか
けになってほしい、②ひとりでも多くの鳥取県に住
む方に「里親制度を知ってほしい」という願いが込
められています。
　このパンフレットとともに、来年度も里親を広く
知ってもらう活動を展開したいと思っています。

　ふたつの表紙に込めた想い

　いろはの活動報告と鳥取県の里親のみなさんに届けたい情報を集めて発信します。
「こんなことをしてほしい！」ということがあればお気軽にお問い合わせください。みなさんと
一緒にたくさんチャレンジしていきたいと思っています。

いろは通信 NO.４
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里親制度パンフレットが完成しました！

　パンフレット作成にあたり、里親家庭
で暮らした経験のある方、養育里親、養
子縁組里親の３名に体験談を語っていた
だきました。
　
　当事者の声は、里親に出会ったこと
で、夢をもつことができたこどもが実際
にいること、里親家庭で育つことの大切
さ、里親家庭へのサポートの大切さ、な
どをリアルに伝えてくれます。この声を
たくさんの方に届けたいです。

　お知り合いの方等で、里親制度に興
味がありパンフレットを活用したいと
いう声がありましたら、ぜひいろはま
でご連絡ください。

　みなさんにとって身近な市町村の窓口や公共施設
にも置いてあるかもしれません。見つけた際にはぜ
ひ手に取ってみてください。

　里親家庭のリアルな声を



委託すいしん部門

令和７年度も意向調査を実施します　

里親制度普及啓発のパネル展示をおこないましたリクルート部門

いろは　NOW
　パネルには、里親制度の「い・ろ・は」と項目を分
け、「い」いま里親が求められている背景と里親家庭
で育つ大切さについて、「ろ」里親制度について、
「は」里親になるためのステップについてをまとめて
います。出前講座や里親制度説明会のチラシも置きま
した。この日のために作成した横幕もよく目立ち、遠
くからでも足を止めてくれていました。

　各会場には、中部・西部地区の里親支援専門相
談員が、パネルの設置や来場者への案内に協力し
てくれました。イオンモール日吉津では、鳥取県
里親会会長がお知り合いの方と一緒に、バルーン
アートで華やかに飾ってくださいました。

　養育里親（専門里親含む）・養子縁組里親
のみなさんへの意向調査を、紙面もしくはメ
ール等で回答していただくことに留まらず、
里親家庭をいろはの職員が訪問をして、詳し
くお話を伺えたらと思っています。
　こどもを長期にわたり受託するために必要
な準備や、現在の生活の中で可能な里親とし
ての活動を一緒に考えることができたらうれ
しいです。
　市町村の子育て短期支援事業の受け入れ可
否についてもご相談させてください。

令和７年１月現在の里親家庭数　
養育里親
（養子縁組里親との重複登録含む）

専門里親
　（里父母どちらかの場合も含む）
　（合計数は、養育里親に含む）

養子縁組里親

親族里親

９０家庭

１８家庭

９家庭

１１家庭

合　計 １１７家庭

in 倉吉市パープルタウン

in イオンモール日吉津（西部）

令和7年2月13日(木)～24日(月)

令和7年3月3日(月)～9日(日)
　イオンモール日吉津では、中部・西部地区里親支援
専門相談員と一緒に、個別相談会を３日間実施するこ
とができました。行きかう人に声をかけたり、パンフ
レットを直接お渡しすることもできました。
　初めての試みとなりましたが、来年度も、より手に
取ってもらえる啓発グッズの作成や、展示場所の開拓
など、今から準備を進めています。
　



里親メンターの集いを行いました養育サポート部門

フォスタリングチェンジプログラムを鳥取県でも開催します。

トレーニング部門

自立サポート部門

　JASSO（日本学生支援機構）の高等教育の修学支援新制度は、在籍の高校を通じて応募する
仕組みになっています。学校からの案内を見逃さないことが重要です。
　新高校３年生を受託中の里親家庭には、応募できる奨学金の情報が届き次第、お届けしま
す。申請のサポートもできますので、お気軽にお問い合わせください。

　フォスタリングチェンジ・プログラムは、アタッチメント理論、社会的
学習理論、認知行動理論に基づき、ペアレントトレーニングの考えも取り
入れて、1999年にロンドンのモーズレイ病院の専門家チームによって開発
されました。その効果が注目され、日本でも普及されつつあります。
　このプログラムは、里親が実際の暮らしの中で、こどもとの関係の変化
を感じることができるように組み立てられています。
　来年度から、鳥取県で導入したいと思い、いろは職員２名がファシリテ
ーター資格を取得してきました。新米ファシリテーターと一緒に、このプ
ログラムの効果を実感してみませんか？里親向けの

養育プログラム

　鳥取県の３名のメンターで集まり、今年度の振り返
りと労いの会を開催しました。
　この１年間で18回のメンター活動を行いました。里
親には、様々な相談機関がありますが、里親同士だか
らこそ相談できる強みがある、とメンター同士で再確
認をする場となったようでした。
　３人の里親メンターとお話をされたい方は、いろは
が仲介することも可能です。お気軽にお問い合わせく
ださい。

新高校３年生の方へ奨学金の案内が４月以降、順次開始されます

里親家庭は、児童自立生活援助事業の受け皿となれます

　施設や里親のもとで暮らすこどもたちは、進学等をする場合に、児童相談所と相談の上で措
置延長をすることができます。そして、20歳を迎えたあとでも、児童自立生活援助事業を活用
して自立のサポートを受けることができます。従来は、自立援助ホームがその受け皿とされて
いましたが、令和6年4月より里親家庭（親族里親を除く）も受け皿になることが可能となりま
した。事業の利用には、里親は管轄の児童相談所へ届出書の提出が必要となり、利用する方も
児童相談所への申請が双方必要となります。現在、鳥取県では３つの里親家庭がその事業の受
け皿となっています。



住　所：鳥取県鳥取市立川町五丁目４１７
電　話：0857-22-4221
メール：iroha@tottorikodomogakuen.or.jp

令和７年度以降の支援 従来の支援

【小学生】
塾及び習い事に要した経費
一人当たり最大月額１０，０００円
【中学生・高校生】
習い事に要した経費
一人当たり月額最大１０，０００円
※２分の１補助ではなくなる

【小学生】
経費の２分の１を補助
ただし上限額５，０００円
【中学生・高校生】
習い事に要した経費の２分の１を補助
ただし上限額１０，０００円

里親家庭サポートセンターいろは

里親家庭支援事業の拡充について　

お知らせ　鳥取県の里親のみなさんへ

里親総合保険制度について　

　こんな時のために里親賠償責任保険があります。

○受託中、あずかり中のこどもが、ケガや病気、事故に遭った時に、里親が法律上の損害賠償責
　任を負担することによって被る損害を補償する場合
○受託中、あずかり中のこどもの行為が原因で里親に発生した賠償責任を補償する場合
　（委託一時保護、レスパイトケア、市町村の子育て短期支援事業、家庭生活体験事業などの
　　短期間の受託やあずかりも含む）

　鳥取県では、鳥取県里親会への補助金によって、保険料は公費でまかなわれています。
保険の加入手続きは、鳥取県里親会事務局（里親家庭サポートセンターいろは内）が一括して行
います。里親が、鳥取県里親会の会員であることが、里親総合保険制度への加入条件となってい
ます。万一に備え、特に受託中・あずかり中のこどもがいる里親のみなさんは、鳥取県里親会の
加入をご検討ください。

　鳥取県では、里親家庭を対象に「里親家庭支援事業」で塾や習い事に要する経費を補助してい
ます。このたび、児童養護施設等を対象とした「児童養護施設等の児童生徒に対する習い事等支
援事業」を創設することに伴い、里親家庭への支援内容も拡充します。令和７年度から支援する
金額を変更しますので、子どもたちの意欲や関心を育む環境の充実に、ご活用ください。

鳥取県里親会へのお問い合わせは、
事務局（里親家庭サポートセンターいろは内）

電話：0857－22－4221（担当：岡垣・秋口）まで！！

里親総合保険制度についての詳細はこちら！


